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会ߨԋ
1-ɹձߨԋ
11月 21日（木）　11時 00分～11時 50分　（第 1会場　1F　多目的展示ϗール（A））

座長 : 妎　　Җ（東京大学大学院医学系研究科神経病理学分野）ؠ

एੑ認知症ͷྟচɾը૾ɾපཧ

川勝　　忍
福島県立医科大学会津医療センター精神医学講座

ϓϨφϦʔηογϣϯ
14�ɹϓϨφϦʔηογϣϯ �
11月 21日（木）　13時 00分～13時 50分　（第 1会場　1F　多目的展示ϗール（A））

座長 : 新Ҫ　佸明（头偍大学医学医療系臨床医学域精神医学）
史（マリアンφ医科大学神経精神科学教ࣨ）ߒ　؏ּ　　　

6OSBWFMMJOH�UIF�&GGFDUT�PG�5"3�%/"�#JOEJOH�1SPUFJO�43�JO�"HJOH�BOE�"M[IFJNFS’T

Keith A. Josephs

Mayo Clinic, Rochester, Minnesota, USA

14�ɹϓϨφϦʔηογϣϯ �
11月 23日（侣）　11時 00分～11時 50分　（第 1会場　1F　多目的展示ϗール（A））

座長 : 墴山　ൟ紩（ 大ࡕ大学大学院連合小ࣇ発壹学研究科附属子どもの心の分子制ޚ機構研
究センターブレインバンク・バイオリソース部門ʗ東京都健康長寿医療
センター神経病理・高齢者ブレインバンク（クロスアポイント））

6QEBUF�PO�5BV�SFMBUFE�DPOEJUJPOT

Gabor G. Kovacs

University of Toronto and University Health network, Toronto, Canada

ಛผߨԋ
4-�ɹಛผߨԋ �
11月 21日（木）　14時 00分～14時 50分　（第 1会場　1F　多目的展示ϗール（A））

座長 : 川勝　　忍（福島県立医科大学会津医療センター精神医学講座）

म০ༀͷͦͷઌױ࣬

下濱　　俊
医療法人社団慈誠会慈誠会・練馬高野台病院

4-�ɹಛผߨԋ �
11月 21日（木）　15時 00分～15時 50分　（第 1会場　1F　多目的展示ϗール（A））

座長 : 奟田　　綁（メモリークリニックお夹のਫ）

認知症ͷը૾அͷਐา

松田　博史
福島県立医科大学生体機能イメージング講座
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4-�ɹಛผߨԋ �
11月 21日（木）　16時 00分～16時 50分　（第 1会場　1F　多目的展示ϗール（A））

座長 : 　　　ܒ（長Ԭਸ俨大学）

ࡦࢪ本๏ͱ͜Ε͔Βͷ認知症جΛਪਐ͢ΔͨΊͷ認知症ݱੜࣾ会ͷ࣮ڞ

粟田　主一
東京都健康長寿医療センター認知症未来社会創造センター

4-�ɹಛผߨԋ �
11月 22日（金）　13時 00分～13時 50分　（第 1会場　1F　多目的展示ϗール（A））

座長 : 福Ҫ　俊࠸（三会かわさき記念病院脳神経内科）

認知症ྍɾڀݚʹ͓͚Δਆܦ৺ཧ学ͷׂ

鈴木　匡子
東北大学大学院医学系研究科高次機能障害学

4-�ɹಛผߨԋ �
11月 22日（金）　14時 00分～14時 50分　（第 1会場　1F　多目的展示ϗール（A））

座長 : 妎　　Җ（東京大学大学院医学系研究科神経病理学分野）ؠ

ଚݫͷอো

江澤　和彦
公益社団法人日本医師会

学術ڭҭߨԋ
&-�ɹֶज़ڭҭߨԋ �
11月 21日（木）　9時 00分～9時 45分　（第 4会場　1F　コンベンションϗール（B））

座長 : ੴ田　義墟（一般財団法人夳田健康財団夳田૰合病院脳神経疾患センター脳神経内科）

ͱ認知症ױԽ症͓ΑͼύʔΩϯιϯපؔ࿈࣬ߗࡧҤॖੑଆے

金Ҫ　数明
福島県立医科大学医学部脳神経内科学講座

&-�ɹֶज़ڭҭߨԋ �
11月 21日（木）　9時 55分～10時 40分　（第 4会場　1F　コンベンションϗール（B））

座長 : 古川　勝හ（東北医科薬科大学医学部老年・地域医療学教ࣨ）

݂ੑΞϛϩΠυͷૅج

北妒しのぶ
福島県立医科大学保健科学部臨床検査学科

&-�ɹֶज़ڭҭߨԋ �
11月 21日（木）　13時 00分～13時 45分　（第 4会場　1F　コンベンションϗール（B））

座長 : 場　Ү子（国立病院機構東名古病院脳神経内科）ں

ਐੑ্֩ੑߦຑᙺɾେൽ࣭جఈ֩มੑ症ΛΊ͙Δۙ࠷ͷਐา

下ാ　享良
ෞ大学大学院医学系研究科脳神経内科学分野ذ
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&-�ɹֶज़ڭҭߨԋ �
11月 21日（木）　13時 55分～14時 40分　（第 4会場　1F　コンベンションϗール（B））

座長 : Ӌ生　य़（総合東京病院認知症疾患研究センター）

認知症ͷྍʹ͓͚Δը૾அͷׂ

ᓎҪ　ܓ墸
国立長寿医療研究センター放射線診療部

&-�ɹֶज़ڭҭߨԋ �
11月 21日（木）　15時 00分～15時 45分　（第 4会場　1F　コンベンションϗール（B））

座長 : 長濱　康߂（かわさき記念病院）

学ܦಈਆߦ

ધ山　俢綁
墥利十字病院神経精神科

&-�ɹֶज़ڭҭߨԋ �
11月 21日（木）　15時 55分～16時 40分　（第 4会場　1F　コンベンションϗール（B））

座長 : 内原　俊記（ԭ倓県立中部病院ハワイ大学卒後医学臨床研修事業団ディレクター）

๏ҩղྫ͔Βऀྸߴͨݟͷྟচਆܦපཧ

田　ঘथ
山大学学術研究部医学系法医学講座

&-�ɹֶज़ڭҭߨԋ �
11月 22日（金）　9時 00分～9時 45分　（第 4会場　1F　コンベンションϗール（B））

座長 : 綠　　博史（福島県立医科大学保健科学部作業療法学科）

Ҭʹࠜࠩ͢認知症ΧϑΣ

武地　　一
俊田医科大学医学部認知症・高齢診療科

&-�ɹֶज़ڭҭߨԋ �
11月 22日（金）　9時 55分～10時 40分　（第 4会場　1F　コンベンションϗール（B））

座長 : 前島৳一緥（国立長寿医療研究センター長寿医療研修センター）

͞͠͞Λ͑ΔέΞٕ術 “ϢϚχνϡʔυ” ʹΑΓ認知症症ঢ়ͷѱԽΛ回ආ͢Δ

ҏ東　ඒॹ
馬大学大学院保健学研究科܈

&-�ɹֶज़ڭҭߨԋ �
11月 22日（金）　13時 00分～13時 45分　（第 4会場　1F　コンベンションϗール（B））

座長 : ҏ関　ઍ書（東北大学高次機能障害学）

॥ँͱ認知症 � ͷਫͷׂ

山田　ໜथ
名古市立大学脳神経外科学講座
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&-��ɹֶज़ڭҭߨԋ ��
11月 22日（金）　13時 55分～14時 40分　（第 4会場　1F　コンベンションϗール（B））

座長 : 行（東北大学）ܒ　Ҫߥ

"3*" ϦεΫͱͯ͠ͷΞϛϩΠυ݂症

本　ल和
三重大学大学院脳神経内科

&-��ɹֶज़ڭҭߨԋ ��
11月 22日（金）　15時 00分～15時 45分　（第 4会場　1F　コンベンションϗール（B））

座長 : 俊　߂थ（名古大学大学院医学系研究科精神医学）

認知症ͱؑผ͖͢ظਫ਼ਆ࣬ױ

入夁　修࢘
Գڱ間病院俊田こころケアセンター附属脳研究所

&-��ɹֶज़ڭҭߨԋ ��
11月 22日（金）　15時 55分～16時 40分　（第 4会場　1F　コンベンションϗール（B））

座長 : 古和　๎ٱ（神ށ大学大学院保健学研究科）

認知症༧ʹ͚ͯͷۙ࠷ͷτϐοΫε

三墴　　ሡ
慶應義塾大学予防医療センター

【γϯϙδϜ】
γϯϙδϜ �ɹೝྍ࣏ༀͷ࠷৽ಈ
11月 21日（木）　8時 50分～10時 50分　（第 1会場　1F　多目的展示ϗール（A））

座長 : 妎　　Җ（東京大学大学院医学系研究科神経病理学分野）ؠ
田　　३（東京都健康長寿医療センター）ؠ　　　

SY1-1　抗MTBRタウ抗体 E2814の顕性遺伝アルツハイマー病におけるバイオマーカー効果
エーザイࣜג会社　ງ江　צ墸

SY1-2　 Advances in our Understanding of Amyloid Plaque Clearing Therapies 

Eli Lilly and Company　John Sims

SY1-3　 Design of Phase 2 Study to Assess the Safety and Efficacy of BIIB080 in Subjects with early Alzheimer’s disease

Biogen　Szofia Bullain

SY1-4　Brainshuttle™ AD - a Phase Ib/IIa study of trontinemab in people with Alzheimer’s disease

F. Hoffmann-La Roche Ltd.　Luka Kulic

SY1-5　Phosphorylated Tau Targeted Passive & Active Immunotherapy in Alzheimer’s Disease

Janssen Pharmaceutica NV, a Johnson & Johnson company Beerse, Belgium　Lennert Steukers

γϯϙδϜ �ɹΞϧπϋΠϚʔපʢܕೝʣͷ৺ཧతαϙʔτͱ৺ཧྍ๏
11月 21日（木）　9時 00分～10時 40分　（第 2会場　1F　多目的展示ϗール（B））

座長 : ൟ田　խ߂（ӫथ҇診療所ʗ東京慈ܙ会医科大学）
　　　ઔ澤　史子（東京都健康長寿医療センター臨床心理科）



― 572― Dementia  Japan Vol. 38  No. 4  October  2024

─ 24─

SY2-1　認知症に関わるઌ入観の修正を目指した説明～価値ある認知症医療・ケアとなるために～
三๛・観Իࣉ市医師会三๛市立߳川病院　大妁　夨ৎ

SY2-2　病識に合わせた治療同意を考える
ӫथ҇診療所ʗ東京慈ܙ会医科大学　ൟ田　խ߂

SY2-3　心理療法が目指すこと─回想法や本人ަ流会などのグループセラϐーを中心に
東京都健康長寿医療センター臨床心理科　ઔ澤　史子

SY2-4　残墰機能に焦点を当てた心理支援 : ノーマライゼーションの具現化を目指して
上夨大学総合人間科学部心理学科　松田　　修

γϯϙδϜ �ɹ݂ো͔ΒΈͨೝͷൃϦεΫݮͱͦͷࣾձ࣮
11月 21日（木）　9時 00分～10時 40分　（第 3会場　1F　コンベンションϗール（A））

座長 : 小原　知值（भ大学病院精神科）
　　　ࣰ原もえ子（金沢大学脳神経内科）

SY3-1　血管障害ة険因子の認知症に及ぼす影響
東京医科大学高齢総合医学分野　ਗ਼ਫᡏ一緥

SY3-2　脳アミロイド血管症と認知機能障害～脳小血管病からみた認知症発症リスク低ݮ～　
三重大学医学部脳神経内科　新俙　ߊ大

SY3-3　地域高齢住民におけるփന質萎縮およびന質病変が認知症発症に及ぼす影響 : 山奢研究ٱ
भ大学大学院医学研究院精神病態医学　中澤　墸緥

SY3-4　認知症の発症リスク低ݮを社会実装する際の課題 : プライマリ・ϔルス・ケアの視点から
東京都健康長寿医療センター認知症未来社会創造センター　粟田　主一

γϯϙδϜ �ɹೝ࣬ױͷੜԽֶղੳɼΫϥΠΦిݦͳͲ
11月 21日（木）　9時 00分～10時 40分　（第 5会場　3F　中会議ࣨ（A・B））

座長 : 長夁川成人（東京都医学総合研究所認知症プロジェクト）
（神経分子機能研究ࣨ߈東京都立大学理学研究科生命科学専）Ӭ　ᚸ市ٱ　　　

SY4-1　クライオ侎顕による立体構造解ੳの発展と現在
高エネルΪー加墦ث研究機構物質構造科学研究所構造生物学研究センター　ઍ田　俊࠸

SY4-2　病理構成タンパク質の構造を基にした神経変性疾患分類
東京都医学総合研究所脳・神経科学研究分野認知症プロジェクト　处夁　Ѫ理

SY4-3　人変異 tauを用いた tau strain識別とڽ集્害の試み
東京都医学総合研究所脳・神経科学研究分野認知症プロジェクト　下中ᠳ墸緥

SY4-4　クライオ侎子線トモグラフィー法によるアミロイド線維の in situ 構造解ੳ
理化学研究所生命機能科学研究センタータンパク質機能・構造研究チーム　山形　俿史

γϯϙδϜ �ɹٳɾౙڀݚͷԽɾೝڀݚͷ࠷લઢͱԽɾೝපଶͷԠ༻
11月 21日（木）　9時 00分～10時 40分　（第 6会場　4F　プレゼンテーションルーム）

座長 : 長夁川綁文（NHO仙台多լ病院脳神経内科）
　　　武田　ग公（大ࡕ大学大学院医学系研究科臨床遺伝子治療学）

SY5-1　ᄡ値類の侨研究の現在地点
北ւ俢大学低温科学研究所　山ޱ　良文

SY5-2　侨の臨床応用を目指して : マウスを用いた侨研究
理化学研究所生命機能科学研究センター侨生物学研究チーム　࠭川ࢤݰ緥

SY5-3　感֮創薬による人侨・生命保護状態の紥導と認知症治療法
関医科大学附属生命医学研究所　小早川　高

SY5-4　超絿ԫ分子にґ墰したᄡ値類のミトコンドリアエネルΪー代ँ機構の解明
ळ田大学感染統括制ޚ・疫学・分子病態研究センター　松Ӭ　佸緥
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γϯϙδϜ �ɹೝڀݚͷऀױɾࢢຽࢀըʢ1BUJFOU�BOE�1VCMJD�*OWPMWFNFOU � 11*ʣ
11月 21日（木）　13時 00分～14時 40分　（第 2会場　1F　多目的展示ϗール（B））

座長 : 新ඒ　๕थ（東京大学大学院医学系研究科医療経ࡁ政策学）
　　　大田　ल綁（ळ田大学高齢者医療ઌ夒研究センター）

SY6-1　AMEDにおける患者・市民参画（PPI）: 医療研究開発の「社会共創」に向けて
国立研究開発法人日本医療研究開発機構（AMED）　ઙ野　武

SY6-2　認知症研究における患者参画　～脱「و重なご意見ありがとうございました」に向けて～
一般社団法人 CSRプロジェクト　ࡩҪなおみ

SY6-3　認知症研究開発の推進等における患者・市民参画の現状～国際的な動向を踏まえて～
特定非営利活動法人日本医療政策機構　ޱ　倇ࡊ

SY6-4　認知症研究への患者・市民参画～当事者・家族等から～
公益社団法人認知症の人と家族の会　ח田　松代

SY6-5　当事者の立場からみた認知症研究への参画の課題
まほろば۞ָ部　平Ҫ　正明

SY6-6　認知症研究への患者・市民参画～研究者の立場から～
東京大学大学院医学系研究科神経病理学分野　ؠ妎　　Җ

γϯϙδϜ �ɹೝͷωοτϫʔΫڀݚͷࡏݱ
11月 21日（木）　13時 00分～14時 40分　（第 3会場　1F　コンベンションϗール（A））

座長 : 侘ล　ٱ（俊田医科大学医学部脳神経内科学）
　　　鈴木　正彦（東京慈ܙ会医科大学リハビリテーション医学講座）

SY7-1　神経変性性認知症の病態と脳内ネットワーク
俊田医科大学医学部脳神経内科学　侘ล　ٱ

SY7-2　病理から考える認知症の脳内ネットワーク
Ѫ知医科大学加齢医科学研究所ʗ名古大学神経内科　絳　　紩一

SY7-3　機能的MRIから考える脳内ネットワーク
俊田医科大学医学部脳神経内科学　川ാ　和

SY7-4　PETから考える脳内ネットワーク
量子科学ٕ術研究開発機構　ԕ俊　ߒ信

SY7-5　֦ࢄMRIによるアルツハイマー病における脳内ネットワーク変性の評価
ॱ侀俙大学大学院医学研究科放射線診断学　ח形　康࢘

γϯϙδϜ �ɹ݂ͱೝ
11月 21日（木）　13時 00分～14時 40分　（第 5会場　3F　中会議ࣨ（A・B））

座長 : 新俙　ߊ大（三重大学大学院医学系研究科神経病態内科学）
　　　ᚸ木　ਸभ（京都大学大学院医学研究科臨床神経学）

SY8-1　小血管性認知症の画像と病理
三重大学医学部脳神経内科　ੴ川　ӳ紽

SY8-2　脳血管内皮型 APP770に着目した CAAモデルマウスの開発
福島県立医科大学　൧島　ॱ子

SY8-3　遺伝性脳小血管病 CADASILに対する最新の治療ઓ絹
国立॥環ث病研究センター脳神経内科　ᴡ俊　　૱

SY8-4　脳小血管病における matrisome 蓄積を中心とした加齢性変化と治療ઓ絹
新ׁ大学脳研究所分子神経疾患ݯࢿ解ੳ学分野　加俊　壑介
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γϯϙδϜ �ɹυϥοάσϦόϦʔγεςϜٕज़Λج൫ͱͨ͠ਆױ࣬ܦʹର͢Δ৽ྍ࣏نઓུ
11月 21日（木）　13時 00分～14時 40分　（第 6会場　4F　プレゼンテーションルーム）

座長 : Ԭ墴　信行（東北医科薬科大学医学部薬理学教ࣨ）
　　　野中　　綁（東京都医学総合研究所）

SY9-1　脳内に薬剤をૹ壹するφノマシン
東京業大学物質理学院　安ָ　壑

SY9-2　マイクロバブルと超Ի偍を利用した脳内薬物デリバリー法の開発
佖京大学薬学部　鈴木　　綉

SY9-3　非৵ऻ的な脳疾患治療にࢿする Nose-to-Brain型核ࢎφノ DDSの開発
俨島大学大学院医ࣃ薬学研究部薬物治療学分野ʗ俨島大学大学院医ࣃ薬学研究部 DDS研究センター　金沢　ݑو

SY9-4　経ඓ侳与を基盤とした認知症予防薬・診断薬の開発
大ࡕ公立大学大学院医学研究科　山　وඒ

γϯϙδϜ ��ɹೝͷਓͷΤϯυΦϒϥΠϑͷҩྍͱέΞͷ՝Λ͑ߟΔ
11月 21日（木）　15時 00分～16時 40分　（第 2会場　1F　多目的展示ϗール（B））

座長 : Ҫ俊　Ղܙ（東京都健康長寿医療センター研究所）
　　　成本　　ਝ（京都立医科大学大学院医学研究科精神機能病態学）

SY10-1　佸学の視点からみた認知症の人のエンドオブライフと意思決定支援
東京大学大学院人文社会系研究科死生学・応用倫理センター上ኍ講座　早川　正紣

SY10-2　在宅診療における認知症のある人のエンドオブライフ
医療法人すずらん会たろうクリニック　内田　奲थ

SY10-3　介護施設における認知症の人のエンドオブライフと ACP

社会福祉法人Ѫ光Ԃ高齢福祉事業部介護老人保健施設相生　山本　絫ܙ
SY10-4　認知症の人とその家族のエンドオブライフケア

佖京科学大学医療科学部看護学科　大倇保子

γϯϙδϜ ��ɹ-FXZ খମපͷଟ࠼ͳපଶʹഭΔ
11月 21日（木）　15時 00分～16時 40分　（第 3会場　1F　コンベンションϗール（A））

座長 : 偍田野　壮（ॱ侀俙大学大学院医学研究科神経学）
　　　前田　佸（ؠ手医科大学医学部内科学講座脳神経内科・老年科分野）

SY11-1　α-シψクレインと Lewy小体病
ॱ侀俙大学大学院医学研究科神経学　偍田野　壮

SY11-2　Lewy小体病の病理学
東京慈ܙ会医科大学附属第三病院脳神経内科　仙ੴ　緎平

SY11-3　Lewy小体病の診断と治療
上用լ世田夁通りクリニック　৫ໜ　夨值

γϯϙδϜ ��ɹҨੑΞϧπϋΠϚʔපͱ%*"/ڀݚ
11月 21日（木）　15時 00分～16時 40分　（第 5会場　3F　中会議ࣨ（A・B））

座長 : 天内　　健（新ׁ大学脳研究所生命科学リソース研究センター）
　　　関島　良थ（信भ大学医学部脳神経内科，リウマチ・原病内科）

SY12-1　Dominantly Inherited Alzheimer’s disease as model for preventing Alzheimer’s disease

Dominantly Inherited Alzheimer Network ; Washington University School of Medicine　Eric McDade

SY12-2　DIAN-Japan観察研究
新ׁ大学脳研究所生命科学リソース研究センター　天内　　健

SY12-3　DIAN-TU研究
東京大学大学院医学系研究科医療経ࡁ政策学ʗ東京大学医学部附属病院早期・夋ࡧ開発推進ࣨ　新ඒ　๕थ
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SY12-4　遺伝性認知症と HED-TRC研究
信भ大学医学部脳神経内科，リウマチ・原病内科　関島　良थ

γϯϙδϜ ��ɹΞϧπϋΠϚʔප࣬ױम০ༀͷ࣮ྟচ
11月 22日（金）　9時 00分～10時 40分　（第 1会場　1F　多目的展示ϗール（A））

座長 : Ҫ原　綐子（東京都健康長寿医療センター脳神経内科）
　　　ਗ਼ਫᡏ一緥（東京医科大学高齢総合医学分野）

SY13-1　早期に疾患修飾薬侳与を開始した施設における近綦医療機関との連携
東京都健康長寿医療センター脳神経内科　Ҫ原　綐子

SY13-2　2病院におけるレカネマブ侳与体制の立ち上げを経験して
東京医科大学高齢総合医学分野　Ҵ川　紩墸

SY13-3　北ւ俢における疾患修飾薬の現状
࠭川市立病院　内ւٱඒ子

SY13-4　絲島におけるアルツハイマー病疾患修飾薬の実臨床について
医療法人たぶの木うむやすみΌあす・ん診療所ʗԭ倓県認知症疾患医療センター　夳Ҫ　　墸

γϯϙδϜ ��ɹΞϛϩΠυɼλɼγψΫϨΠϯͷපଶڀݚͷల
11月 22日（金）　9時 00分～10時 40分　（第 2会場　1F　多目的展示ϗール（B））

座長 : 小野ݡ二緥（金沢大学医薬保健研究域脳神経内科学）
　　　部　信（ॱ侀俙大学医学部脳神経内科）

SY14-1　高墦原子間力顕微ڸを用いた 1分子観察による病態夗നڽ集体の構造動態解ੳ
金沢大学φノ生命科学研究所　中山　綁

SY14-2　RT-QuIC からみえてきたシψクレインڽ集体の多様性と病的意義
ॱ侀俙大学医学部脳神経内科　部　信

SY14-3　アミロイド βڽ集体の病的意義と臨床への応用
金沢大学医薬保健研究域脳神経内科学　小野ݡ二緥

SY14-4　体ӷ中のタウ微小ੁ結合綛域は脳内タウ病理を反өする
エーザイࣜג会社　ງ江　צ墸

SY14-5　メタアグリゲートと病態夗നの学術変革
京都大学偅学研究科食生物科学専߈　墴上　一馬

γϯϙδϜ ��ɹೝපଶ1&5Πϝʔδϯάͷݱঢ়ͱকདྷల
11月 22日（金）　9時 00分～10時 40分　（第 3会場　1F　コンベンションϗール（A））

座長 : 島田　　੪（ 新ׁ大学脳研究所統合脳機能研究センター臨床機能脳神経学）
　　　加俊　綁࢘（国立長寿医療研究センター放射線診療部）

SY15-1　アミロイド PET臨床実装で見えてきた課題
国立長寿医療研究センター放射線診療部　加俊　綁࢘

SY15-2　認知症検診へのアミロイド PET利用の課題について
新ׁ大学脳研究所統合脳機能研究センター臨床機能脳神経学　島田　　੪

SY15-3　認知症におけるԌ症 PETイメージング研究の動向
倇良県立医科大学精神医学教ࣨ　松Ԭ　　究

SY15-4　タウ・シψクレイン PETの開発とその現況
量子科学ٕ術研究開発機構量子医科学研究所脳機能イメージング研究センター　互　　健二
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γϯϙδϜ ��ɹऀྸߴҩྍʹ͔͢׆ ɾະདྷࡏݱͷڀݚ5.4
11月 22日（金）　9時 00分～10時 40分　（第 5会場　3F　中会議ࣨ（A・B））

座長 : 史（マリアンφ医科大学神経精神科学教ࣨ）ߒ　؏ּ
　　　ඌ　慶值（大ࡕ大学行動神経学・神経精神医学寄附講座）

SY16-1　高齢者医療現場における TMSのՄ能性ʲシンポジウムの introductionʳ
マリアンφ医科大学神経精神科学教ࣨ　ּ؏　ߒ史

SY16-2　4連発࣓気ܹ法を用いたアルツハイマー病のシφプスՄ઼性障害の検出とその有用性
奯取大学医学部脳神経医科学講座脳神経内科学分野　墴上　ৎ৳

SY16-3　MCIと rTMS

ॱ侀俙大学大学院医学研究科リハビリテーション医学　高　๎和
SY16-4　高齢者うつ病と rTMS療法

大ࡕ大学大学院医学系研究科精神医学教ࣨ　∁ڮ　　൏

γϯϙδϜ ��ɹࢀՃܕɹೝ$1$
11月 22日（金）　9時 00分～10時 40分　（第 6会場　4F　プレゼンテーションルーム）

座長 : ∁ඌ　ণथ（国立精神・神経医療研究センター病院臨床検査部・総合内科）
　　　長田　高ࢤ（国立精神・神経医療研究センター病院総合内科）

SY17-1　上ࢶの動かしづらさで発症し，؇ঃに高次脳機能障害が出現した 79歳剖検例（臨床）
国立精神・神経医療研究センター病院脳神経内科　小田　ਅ࢘

SY17-2　上ࢶの動かしづらさで発症し，؇ঃに高次脳機能障害が出現した 79歳剖検例（病理）
脳神経内科はつたクリニック　初田　紤幸

SY17-3　症例 2の臨床呈示
脳神経ےセンターよしみず病院脳神経内科　川Ҫ　元

SY17-4　症例 2の神経病理呈示
山ޱ大学大学院医学系研究科臨床神経学　ࠤ俊　綉墸

γϯϙδϜ ��ɹܰೝোʢ.$*ʣͷྍͱೝ༧
11月 22日（金）　13時 00分～14時 40分　（第 2会場　1F　多目的展示ϗール（B））

座長 : 木墴　成ࢤ（大分大学医学部脳神経内科）
　　　墸田　康值（山形大学医学部内科学第三講座神経学分野）

SY18-1　MCIの診断とフレイルとの関連
山形大学医学部内科学第三講座神経学分野　墸田　康值

SY18-2　MCIにおける生活習慣因子と脳内アミロイド蓄積の関連
大分大学医学部脳神経内科　木墴　成ࢤ

SY18-3　認知症予防を目指した多因子介入研究（J-MINT）と社会実装
国立長寿医療研究センター　ᓎҪ　　

SY18-4　MCI診療と認知症予防
金沢大学医学系脳神経内科学　ࣰ原もえ子

SY18-5　認知症の非薬物予防療法
国立長寿医療研究センターもの忘れセンター　ࠤ治　奲थ

γϯϙδϜ ��ɹ'5-%ᴷӈଆ಄༿༏ҐҤॖྫͷҐஔ͚ΛΊ͙ͬͯ
11月 22日（金）　13時 00分～14時 40分　（第 3会場　1F　コンベンションϗール（A））

座長 : 天田　　学（大ࡕ大学大学院医学系研究科精神医学教ࣨ）
　　　川勝　　忍（福島県立医科大学会津医療センター精神医学講座）

SY19-1　ӈ側頭組純位萎縮例の位置付けをめぐる国際的な動き
大ࡕ大学大学院医学系研究科精神医学教ࣨ　天田　　学
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SY19-2　ӈ側頭組純位萎縮例の神経病理学的多様性
山形大学医学部精神医学講座　小綠　良墸

SY19-3　ӈ側頭組純位萎縮例の症候学的多様性
東京慈ܙ会医科大学精神医学講座　川俊一緥

SY19-4　FTLD-Jにおけるӈ側頭組純位萎縮例（遺伝子検ࡧを中心に）
大ࡕ大学大学院医学系研究科精神医学　　　康治

γϯϙδϜ ��ɹࣗݾ໔ӸੑԌɾؔ࿈࣬ױᴷݟಀͯ͠ͳΒͳ͍ೝͱͷؑผ࣬ױᴷ
11月 22日（金）　13時 00分～14時 40分　（第 5会場　3F　中会議ࣨ（A・B））

座長 : 木墴　ڿ（ذෞ大学大学院医学系研究科脳神経内科学分野）
　　　田中　ዳ子（ 福島県立医科大学多発性ߗ化症治療学講座ʗ 

新ׁ大学脳研究所モデル動物開発分野）

SY20-1　自ݾ免疫性脳Ԍと認知症 : 診を防ぐための知識ޡ
࠸ෞ大学大学院医学系研究科脳神経内科学分野　大野　陽ذ

SY20-2　認知症に類ࣅする自ݾ免疫性脳Ԍおよび関連疾患─鑑別の要点と治療─
日本大学医学部内科学系神経内科学分野　原　　　誠

SY20-3　抗 LGI-1脳Ԍと認知機能障害
島市立病院脳神経内科　侘ᬑ　　修ࣇࣛ

SY20-4　Ԍ症性脳アミロイド血管症とアミロイド関連画像異常 ARIA

三重大学医学部脳神経内科　新俙　ߊ大

γϯϙδϜ ��ɹ"QP& ͷපతɾੜཧతׂߟ࠶ʢσΟϕʔτηογϣϯʣ
11月 22日（金）　13時 00分～14時 40分　（第 6会場　4F　プレゼンテーションルーム）

座長 : 統　　奲行（国立長寿医療研究センター）
　　　ᴡ俊　ࢤو（名古市立大学脳神経科学研究所）

SY21-1　APOEと βアミロイドڽ集，蓄積，伝偊
国立精神神経医療研究センター神経研究所疾病研究第࢛部　ڮ本　紒史

SY21-2　APOEのゲノム・トランスクリプトーム : レアミスセンスバリアントと脳内遺伝子発現
新ׁ大学脳研究所遺伝子機能解ੳ学分野　ٶ下　佸典

SY21-3　ヒトアストロサイトモデルからඥ解く ApoE機能
慶應義塾大学例奢ઌ夒研究教ҭ連携スクエア　侘部　博و

SY21-4　アルツハイマー病におけるタウと apoEの役割 : 新たな「multi hit」Ծ説の視点から
東京大学大学院医学系研究科神経病理学分野　山田　　܆

SY21-5　APOEの保護作用に着目したアルツハイマー病の病態解明，治療薬開発
国立長寿医療研究センター　ࣰ原　　ॆ

γϯϙδϜ ��ɹ࣮༻ԽΛݟਾ͑ͨମӷόΠΦϚʔΧʔ։ൃͷਐา
11月 22日（金）　15時 00分～16時 40分　（第 1会場　1F　多目的展示ϗール（A））

座長 : 天内　　健（新ׁ大学脳研究所生命科学リソース研究センター）
　　　俨田　綁彦（ 量子科学ٕ術研究開発機構量子医科学研究所脳機能イメージング研究部）

SY22-1　アルツハイマー病の血ӷバイオマーカー : リンࢎ化タウ update

量子科学ٕ術研究開発機構量子医科学研究所脳機能イメージング研究部　俨田　綁彦
SY22-2　脳ӷバイオマーカー研究の進歩

新ׁ大学脳研究所生命科学リソース研究センター遺伝子機能解ੳ学　य़日　健作
SY22-3　アルフΝシψクレイノパチーにおけるアルフΝシψクレインシードアッセイの有用性

ॱ侀俙大学医学部神経学講座　Ԟ住　文ඒ
SY22-4　地域住民コϗートにおける血ӷバイオマーカーの活用

大分大学医学部脳神経内科　木墴　成ࢤ
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SY22-5　認知症診療における血ᕶバイオマーカーの有用性と展望
慶應義塾大学医学部神経内科ʗメモリーセンター　ҏ東　大介

γϯϙδϜ ��ɹऀྸߴͷඇΞϧπϋΠϚʔܕೝͷྟচͱපཧ
11月 22日（金）　15時 00分～16時 40分　（第 2会場　1F　多目的展示ϗール（B））

座長 : ٢田　ᚸ理（Ѫ知医科大学加齢医科学研究所）
　　　山田　正ਔ（国家公務員共ࡁ組合連合会段ࡔ病院内科（脳神経内科））

SY23-1　神経原線維型変化型老年期認知症
医療法人さわらび会福祉墴病院神経病理研究所　金田　大墸

SY23-2　Argyrophilic grain diseaseの臨床と病理
奯取大学医学部脳神経医科学講座神経病理学分野　墥立　　正

SY23-3　Limbic-predominant age-related TDP-43 encephalopathyの臨床と病理
山形大学医学部精神医学講座　小綠　良墸

SY23-4　高齢者の Lewy小体病
東京都健康長寿医療センター研究所高齢者バイオリソースセンター・神経病理ʗ

俨島大学病院脳神経内科　松原　知康

γϯϙδϜ ��ɹ�ೝͷମঢ়Λ͑ߟΔ�
ᴷࣗਆܦෆશɼᅞԼোɼసɾંࠎɼઁ৯ɾ৯ߦಈҟৗᴷ

11月 22日（金）　15時 00分～16時 40分　（第 3会場　1F　コンベンションϗール（A））
座長 : 侘ล　ٱ（俊田医科大学医学部脳神経内科学）
　　　川俊一緥（東京慈ܙ会医科大学精神医学講座）

SY24-1　自律神経症状の病態と治療
松医科大学医学部附属病院脳神経内科　中墴　紖彦

SY24-2　認知症高齢者のᅞ下障害への対応
大ࡕ大学大学院ࣃ学研究科ֺߢޱ機能治療学講座　野原　࢘װ

SY24-3　認知症患者における侇侦・ંࠎのエビデンスとマネージメント
国立病院機構東名古病院　ں場　Ү子

SY24-4　認知症の食行動変化の病態と対応
東京慈ܙ会医科大学精神医学講座　川俊一緥

γϯϙδϜ ��ɹएੑೝͷஅɾྍ࣏ɾࢧԉ
11月 22日（金）　15時 00分～16時 40分　（第 5会場　3F　中会議ࣨ（A・B））

座長 : 新Ҫ　佸明（头偍大学医学医療系臨床医学域精神医学）
　　　夁向　　知（Ѫඤ大学大学院医学系研究科老年精神地域包括ケア学）

SY25-1　若年性認知症に関する全国疫学調査で得られた実態
東京都健康長寿医療センター研究所　ࢬ広あや子

SY25-2　若年性認知症の診断とܧ続支援
公益財団法人ઙ߳山病院精神科　ൟ信（ז江）和ܙ

SY25-3　若年性認知症の非薬物療法─前頭側頭組変性症に対する運動療法─
头偍大学医学医療系臨床医学域精神医学　ࠜ本みΏき

SY25-4　若年性認知症の支援と課題と展望
Ѫඤ大学大学院医学系研究科老年精神地域包括ケア学　夁向　　知
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γϯϙδϜ ��ɹ�μΠόʔγςΟਪਐҕһձγϯϙδϜ�
ʮೝҩྍɾհޢͷͨΊͷΩϟϦΞܗɾμΠόʔγςΟਪਐ ����ʯ

11月 22日（金）　15時 00分～16時 40分　（第 6会場　4F　プレゼンテーションルーム）
座長 : 中　ѥل（大ࡕ公立大学大学院生活科学研究科）
　　　松墴ඒ索起（東京ঁ子医科大学附属成人医学センター）

SY26-1　認知症支援体制の構築について : 精神科医の立場から見た現状と課題
東京都健康長寿医療センター研究所福祉と生活ケア研究チーム　Ҫ俊　Ղܙ

SY26-2　認知症ケアの現状と課題 : 人ࡐҭ成という課題解決のための方策
大ࡕ公立大学大学院生活科学研究科生活科学論研究ࣨ　Ԭ田　進一

SY26-3　認知症の専門医ҭ成について～若手医師への期待～
ԣ市立脳卒中・神経奻センター臨床研究部　ळ山　治彦

SY26-4　認知症の研究者ҭ成について～若手研究者への期待～
東京大学大学院薬学系研究科機能病態学教ࣨ　田　壑ี

γϯϙδϜ ��ɹۙະདྷͷೝྍ
11月 23日（侣）　9時 00分～10時 40分　（第 1会場　1F　多目的展示ϗール（A））

座長 : 武田　ग公（大ࡕ大学大学院医学系研究科臨床遺伝子治療学）
　　　Ҫ上　治ٱ（京都大学 iPS細胞研究所）

SY27-1　近未来の認知症診断
量子科学ٕ術研究開発機構量子医科学研究所脳機能イメージング研究センター　Ṥޱ　ਅ人

SY27-2　近未来の認知症診療（抗アミロイド抗体関連）
金沢大学医薬保健研究域脳神経内科学　小野ݡ二緥

SY27-3　近未来の認知症創薬ઓ絹
東京大学大学院薬学系研究科機能病態学教ࣨ　田　壑ี

SY27-4　加墦する AI革新と医療 DXによる社会実装
フューチϟーࣜג会社　中元　　३

γϯϙδϜ ��ɹೝපଶΛՄࢹԽ͢Δ1&5ϓϩʔϒ։ൃͷ࠷લઢ
11月 23日（侣）　9時 00分～10時 40分　（第 2会場　1F　多目的展示ϗール（B））

座長 : Ԭ墴　信行（東北医科薬科大学医学部薬理学教ࣨ）
　　　田代　　学（東北大学ઌ夒量子ビーム科学研究センター核医学研究部）

SY28-1　SMBT-1 PETを用いた反応性アストロサイトイメージングの臨床有用性
東北大学ઌ夒量子ビーム科学研究センター核医学研究部　田代　　学

SY28-2　ミクログリアをՄ視化する PETイメージングの開発
国立長寿医療研究センター研究所認知症ઌ進医療開発センター脳機能画像診断開発部　木墴　壑值

SY28-3　αシψクレインの PETイメージング
量子科学ٕ術研究開発機構　ԕ俊　ߒ信

SY28-4　TDP-43/TMEM106BイメージングのՄ能性
東北医科薬科大学医学部薬理学　原田　綃一

γϯϙδϜ ��ɹ.$*�-# அͷ՝ͱల
11月 23日（侣）　9時 00分～10時 40分　（第 3会場　1F　コンベンションϗール（A））

座長 : 俊　߂थ（名古大学大学院医学系研究科精神医学）
　　　天田　　学（大ࡕ大学大学院医学系研究科精神医学教ࣨ）

SY29-1　MCI-LBの病理学的背景
Ѫ知医科大学加齢医科学研究所　࡚ؠ　　紈
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SY29-2　孤発性 RBDのMCI

ᘐڠ医科大学病院ਭ医療センターʗ脳神経内科　ٶ本　խ值
SY29-3　PD-MCIとバイオマーカー

名古大学大学院医学系研究科神経内科学　勝野　խԝ
SY29-4　MCI due to ADを踏まえたMCI-LBの特徴と課題

大ࡕ大学キϟンパスライフ健康支援・相夢センター　本　ӳً

γϯϙδϜ ��ɹૣظ "%ͷஅ
11月 23日（侣）　9時 00分～10時 40分　（第 4会場　1F　コンベンションϗール（B））

座長 : 　　ӻ線（大ࡕ大学大学院連合小ࣇ発壹学研究科行動神経学）
　　　松田　　実（ਗ਼山会医療福祉グループいずみの侗診療所）

SY30-1　疾患修飾薬を見ਾえた早期アルツハイマー病診断における神経心理とバイオマーカー検査
東京都健康長寿医療センター脳神経内科　Ҫ原　綐子

SY30-2　健忘の鑑別診断
大ࡕ大学大学院連合小ࣇ発壹学研究科行動神経学　　　ӻ線

SY30-3　非定型アルツハイマー病の臨床
山形大学医学部精神医学講座　小綠　良墸

SY30-4　レカネマブ時代のアルツハイマー診療
ਗ਼山会医療福祉グループいずみの侗診療所　松田　　実

γϯϙδϜ ��ɹ%.5ͷ৽࣌Λܴ͑ɼೝ࣬ױҩྍηϯλʔͷཱͪҐஔ
11月 23日（侣）　9時 00分～10時 40分　（第 5会場　3F　中会議ࣨ（A・B））

座長 : 内ւٱඒ子（࠭川市立病院認知症疾患医療センター）
　　　粟田　主一（ 東京都健康長寿医療センター認知症未来社会創造センター）

SY31-1　抗 Aβ抗体薬の実臨床への導入を踏まえた認知症医療佞ڙ体制の整備について
東京都健康長寿医療センター認知症未来社会創造センター　粟田　主一

SY31-2　当センターの抗アミロイド抗体療法の実施状況と課題
東京都健康長寿医療センター精神科　古田　　光

SY31-3　疾患修飾薬の登場と地域医療，医師不墥地域での問題
三重大学医学部脳神経内科　新俙　ߊ大

SY31-4　疾患修飾薬の時代の連携型認知症疾患医療センターの役割について
医療法人俊本クリニックʗ連携型認知症疾患医療センター　俊本　奲規

γϯϙδϜ ��ɹਆܦՊֶڀݚʹώτݕମΛ׆༻͢Δ͜ͱʹ͍ͭͯ
11月 23日（侣）　9時 00分～10時 40分　（第 6会場　4F　プレゼンテーションルーム）

座長 : ᴡ俊　紣子（東京都健康長寿医療センター研究所神経病理学研究チーム）
　　　木下　彩ӫ（ 京都大学医学部人間健康科学系専߈ઌ夒基盤看護科学講座在宅医療・認

知症学分野）

SY32-1　基ૅ研究においてヒト検体を用いる意義
東京大学大学院薬学系研究科機能病態学教ࣨ　ງ　索起子

SY32-2　患者脳からඥ解く神経疾患 : ブレインバンクを活用したデータ駆動型研究
国立精神・神経医療研究センター神経研究所疾病研究第࢛部　間野　壹紩

SY32-3　ヒト検体を利用した認知症タンパク質紆後修飾解ੳ
公益財団法人東京都医学総合研究所脳・神経科学研究分野　ُ夁索थ

SY32-4　ヒト剖検脳のゲノム・トランスクリプトーム・プロテオーム解ੳ
新ׁ大学脳研究所遺伝子機能解ੳ学分野　ٶ下　佸典
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γϯϙδϜ ��ɹJ/1)ͷؑผʗซଘஅͱਆܦ֎Պҩͱͷྍ࿈ܞ
11月 23日（侣）　13時 00分～14時 40分　（第 1会場　1F　多目的展示ϗール（A））

座長 : ᏐҪ　紤光（高知大学医学部神経精神科学講座）
　　　川俊一緥（東京慈ܙ会医科大学精神医学講座）

SY33-1　特発性正常ѹਫ頭症と類ࣅ疾患との鑑別・併墰アルゴリζム
東北大学大学院高次機能障害学　ҏ関　ઍ書

SY33-2　認知症診療医が知っておくべきシϟント術・管理のエッセンス
ॱ侀俙大学医学部脳神経外科　中島　　ԁ

SY33-3　タップテストの多様性と推൛ビデオ作成と公開
大ࡕ大学キϟンパスライフ健康支援・相夢センター　本　ӳً

SY33-4　日常診療に役立つ SINPHONIからのエビデンス
大ࡕ大学大学院連合小ࣇ発壹学研究科行動神経学　　　ӻ線

SY33-5　脳神経外科施設との診療連携向上に役立つ知見　─全国 iNPH診療調査の結果から
高知大学医学部神経精神科学講座　ᏐҪ　紤光

γϯϙδϜ ��ɹڞੜࣾձͷ࣮ݱΛਪਐ͢ΔͨΊͷೝجຊ๏ͷظ
11月 23日（侣）　13時 00分～14時 40分　（第 2会場　1F　多目的展示ϗール（B））

座長 : 中　ѥل（大ࡕ公立大学大学院生活科学研究科）
　　　粟田　主一（ 東京都健康長寿医療センター認知症未来社会創造センター）

SY34-1　共生社会の実現を推進するための認知症基本法と国の基本計画の意義を考察する
ް生労俖省老健局認知症総合ઓ絹ا画官　ԕࡔ　Ղক

SY34-2　基本法を俢標に「自分らしく生きるՄ能性を当事者本人とともに広げる」歩みを，ともに
一般社団法人日本認知症本人ワーキンググループ　俊田　和子

SY34-3　当事者の立場からʰ共生社会の実現を推進するための認知症基本法ʱへの期待
公益社団法人認知症の人と家族の会　ח田　松代

SY34-4　自治体における共生社会の実現を推進するための認知症基本法の意義
長࡚県福祉保健部　新田　俾一

SY34-5　認知症の人の意思を尊重する共生社会実現のために重要なこと
京都立医科大学大学院医学研究科精神機能病態学　成本　　ਝ

SY34-6　総括 : これからの認知症施策が目指す方向性
東京都健康長寿医療センター認知症未来社会創造センター　粟田　主一

γϯϙδϜ ��ɹຫੑ֎ইੑʢDISPOJD�USBVNBUJD�FODFQIBMPQBUIZʣ� ͷ՝ࠃͱզ͕ݟ৽ͷ࠷
11月 23日（侣）　13時 00分～14時 40分　（第 4会場　1F　コンベンションϗール（B））

座長 : 高ാ　ีܓ（国立研究開発法人量子科学ٕ術研究開発機構）
　　　∁ඌ　ণथ（国立精神・神経医療研究センター病院臨床検査部・総合内科）

SY35-1　ຫ性外傷性脳症（CTE）のタウ PET所見
国立研究開発法人量子科学ٕ術研究開発機構　高ാ　ีܓ

SY35-2　反復性軽度頭部外傷の長期脳構造変化 ; 日常診療で用いるMRI画像によるアプローチ
量子科学ٕ術研究開発機構脳機能イメージング研究センター　ٶ田　ਅ統

SY35-3　ຫ性外傷性脳症モデルマウスを用いたタウオパチー病理の解明
東京大学薬学部機能病態学教ࣨ　木墴　ົ子

SY35-4　ຫ性外傷性脳症（chronic traumatic encephalopathy : CTE）の神経病理を中心に
国立精神・神経医療研究センター病院臨床検査部・総合内科　∁ඌ　ণथ
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γϯϙδϜ ��ɹ�ϨϏʔখମපͱΞϧπϋΠϚʔපͷซଘΛ͑ߟΔ�
ᴷ߅ "β߅ମༀద༻ͷՄੑΛݟਾ͑ͯᴷ

11月 23日（侣）　13時 00分～14時 40分　（第 5会場　3F　中会議ࣨ（A・B））
座長 : 小綠　良墸（山形大学医学部精神医学講座）
　　　平野　成थ（ઍ組大学大学院医学研究院脳神経内科学）

SY36-1　レビー小体型認知症の臨床病理学的診断基準と臨床経過
名古大学大学院医学系研究科精神医学　俊　߂थ

SY36-2　体ӷバイオマーカーからみたアルツハイマー病理合併レビー小体病
金沢大学医学系脳神経内科学　ࣰ原もえ子

SY36-3　レビー小体型認知症連続体におけるアミロイド PET所見と認知機能のॎ断的変化
山形大学医学部精神医学講座　小綠　良墸

SY36-4　DLBの AD病理による脳画像所見への影響
大分大学医学部脳神経内科　木墴　成ࢤ

SY36-5　モデル動物の解ੳからみた DLB病理と AD病理の関連性
東京都医学総合研究所脳・神経科学研究分野認知症プロジェクト　鈴掛　խඒ

γϯϙδϜ ��ɹΦϦΰσϯυϩαΠτͱೝ
11月 23日（侣）　13時 00分～14時 40分　（第 6会場　4F　プレゼンテーションルーム）

座長 : स本　　૱（同ࢤ社大学大学院生命医科学研究科神経病理学）
　　　安俊߳倇ֆ（東京都立大学大学院理学研究科生命科学専߈）

SY37-1　オリゴデンドロサイトによる神経回路の同期性制ޚと病態
名古大学大学院医学系研究科分子細胞学　和ᔅ　߂明

SY37-2　オリゴデンドロサイトにおけるアルツハイマー病関連遺伝子の発現
新ׁ大学脳研究所遺伝子機能解ੳ学分野　ٶ下　佸典

SY37-3　血管性認知障害におけるന質傷害に対するグリア細胞の二面的な制ޚ
京都大学大学院薬学研究科生体機能解ੳ学分野　ന川　ࢤٱ

SY37-4　ミエリンの再生メカニζム
国立精神・神経医療研究センター神経研究所神経薬理研究部　墴松統ҥ子

ϛχγϯϙδϜ
ϛχγϯϙδϜ �ɹڞੜࣾձͷ࣮͚ͨʹݱ৽ͨͳֶ࢈࿈ܞ
11月 23日（侣）　11時 00分～11時 50分　（第 2会場　1F　多目的展示ϗール（B））

座長 : 妎　　Җ（東京大学大学院医学系研究科神経病理学分野）ؠ

MSY1-1　経࢈省が進める認知症分野の࢈官学の取組全体像について
経࢈ࡁ業省務サービスグループϔルスケア࢈業課　ڮ本　壑ี

MSY1-2　認知症の人とا業の共創　「当事者参画型開発」の実ફについて
ҏ　信值ل　会社日本総合研究所ࣜג

MSY1-3　当事者参画型開発の実ફ　ガスコンロに「認知症進行予防」の願いをࠐめて
部ガスࠤ世保ࣜג会社お客さま保安部　Տ野　紩彦

MSY1-4　当事者参画型開発の実ફ　製開発プロセス（における当事者の声），製の特長
リンφイࣜג会社開発本部第二開発部　加俊　定基

MSY1-5　認知症予防綛域の࢈官学連携におけるアカデミアの活動
高知大学医学部神経精神科学講座　ᏐҪ　紤光
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ϛχγϯϙδϜ �ɹ5%1��� ϓϩςΠϊύνʔεϖΫτϥϜ � ઌୡʹฉ͘
11月 23日（侣）　11時 00分～11時 50分　（第 3会場　1F　コンベンションϗール（A））

座長 : 新Ҫ　佸明（头偍大学医学医療系臨床医学域精神医学）

MSY2-1　ے萎縮性側ߗࡧ化症とϢビキチン陽性タウ陰性෧入体
老年病研究所脳神経内科　Ԭ本　幸市

MSY2-2　運動ニューロン疾患をう初老期認知症
大ޛ病院認知症疾患医療センター　三山　٢

MSY2-3　Ϣビキチン෧入体をう組性萎縮 （FTLD-U）
東京都医学総合研究所・認知症プロジェクト　天田　研二

ϛχγϯϙδϜ �ɹ�ৗྟচͰී͍ͯ͠ٴΔ.3* ͱ݂ྲྀ 41&$5�
ΞϧπϋΠϚʔපͷྟচஅʹͲ͜·ͰഭΕΔ͔  

11月 23日（侣）　11時 00分～11時 50分　（第 4会場　1F　コンベンションϗール（B））
座長 : 和田　健二（川࡚医科大学認知症学）

MSY3-1　日常臨床で普及しているMRIはアルツハイマー病の臨床診断にどこまでഭれるか ?

国立長寿医療研究センター放射線診療部　ᓎҪ　ܓ墸
MSY3-2　アルツハイマー病の臨床診断における脳血流 SPECTの有用性と限ք

大分大学医学部脳神経内科　木墴　成ࢤ

ϛχγϯϙδϜ �ɹಠډೝऀྸߴͷଚ͋ݫΔҬੜ׆ͷܧଓΛΊͯ͟͠
11月 23日（侣）　11時 00分～11時 50分　（第 5会場　3F　中会議ࣨ（A・B））

座長 : 練見　幸彦（認知症介護研究研修大センター）

MSY4-1　俯ډ認知症高齢者等の尊厳ある地域生活のܧ続をめざして : 取り組むべき課題の整理
東京都健康長寿医療センター認知症未来社会創造センター　粟田　主一

MSY4-2　今後の介護支援専門員が果たすべき役割を整理する
国際医療福祉大学大学院　ੴ山　綼子

MSY4-3　成年後見制度改正を見ਾえた新・権利紹護支援モデル（フォロワーシステム）のあり方
日本࢘法支援センター本部　ਫ島　俊彦

ϛχγϯϙδϜ �ɹਆܦมੑ࣬ױʹ͓͚Δਫ਼ਆঢ়ͷઌߦ � લۦঢ়͔ൃۮ߹ซ͔  
11月 23日（侣）　11時 00分～11時 50分　（第 6会場　4F　プレゼンテーションルーム）

座長 : 内門　大ৎ（医療法人社団জ絃会メモリーケアクリニックভ南）

MSY5-1　タウオパチーにおける精神症状の出現とそのઌ行
きのこエスポアール病院精神科　ԣ田　　修

MSY5-2　いわΏる老年期精神病の背景病理と臨床対応
Գڱ間病院俊田こころケアセンター附属脳研究所　入夁　修࢘

【学会डߨԋ】
11月 23日（侣）　13時 00分～14時 00分　（第 3会場　1F　コンベンションϗール（A））

座長 : 小野ࣉ　理（新ׁ大学脳研究所脳神経内科）
　　　長夁川成人（東京都医学総合研究所認知症プロジェクト）

基ૅ　タウ伝偊モデルマウスに関する研究
福Ԭ大学薬学部免疫・分子治療学研究ࣨ　細川　խ人

臨床　レϰィ小体病やアルツハイマー病に合併する LATEの臨床病理学的特徴
大ࡕ公立大学医学研究科脳病態生理学講座病因診断科学　上墴ຑҥ子
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࠲ߨຽެ։ࢢ
ೝʹدΓఴ͏ҬΛͯ͠ࢦ
11月 23日（侣）　15時 00分～17時 00分　（第 3会場　1F　コンベンションϗール（A））
1.　開会あいさつ
　　　　　　　　　　　　　　　　川勝　　忍（福島県立医科大学会津医療センター精神医学講座）

2.　講演　認知症の画像診断の今とこれから
　　　　　　　　　　　　　座長 : 川勝　　忍（福島県立医科大学会津医療センター精神医学講座）
　　　　　　　　　　　　　演者 : 松田　博史（福島県立医科大学生体機能イメージング講座）

3.　公開フォーラム　「私たちは認知症にどう向き合うべきか」
　  テーマ 1 : 認知症のܒ発活動と共墰社会の実現に向けて
　  テーマ 2 : 認知症治療に対する実と課題
　  テーマ 3 : 認知症のリハビリテーションと予防
会࢘　　　　　　　　　　　　　 : 小綠　奲人（（医）ބ山あずま通りクリニック）
　　　　　　　　　　パネリスト : 綠　　博史（福島県立医科大学保健科学部作業療法学科）
　　　　　　　　　　　　　　　　ਂ夁　和ӫ（介護当事者）
俊　和子（公益社団法人認知症の人と家族の会）ࠤ　　　　　　　　　　　　　　　　

4.　閉会あいさつ
　　　　　　　　　　　　　　　　川勝　　忍（福島県立医科大学会津医療センター精神医学講座）

ϓϩάϥϜྲྀަऀڀݚ
͋Γ͑ͳ͍͜ͱΛ͑ߟΔᴷೝڀݚʹେͳ͜ͱᴷ
11月 21日（木）　17時 40分～19時 10分　（第 6会場　4F　プレゼンテーションルーム）

座長 : Ԭ墴　信行（東北医科薬科大学医学部薬理学教ࣨ）

慶應義塾大学予防医療センター　三墴　　ሡ
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【ϥϯνϣϯηϛφʔ】
ϥϯνϣϯηϛφʔ �ɹ&YQMPSJOH�EFNFOUJB’T�TQJMMPWFS�CFZPOE�UIF�DPHOJUJWF�EPNBJO
11月 21日（木）　12時 00分～12時 50分　（第 1会場　1F　多目的展示ϗール（A））

共࠵ : 大塚製薬ࣜג会社　メディカル・アフェアーζ部
座長 : 天田　　学（大ࡕ大学大学院医学系研究科精神医学教ࣨ）
演者 : Gustavo Alva（ATP Clinical Research）

（概要）This seminar delve into the dementias and the most common form of dementia.　Epidemiology, pathophysiology, and 

current hypotheses central to the disease state.　The current continuum and the clinical manifestations associated with each 

stage.　Current definitions of additional clinical factors including neuropsychiatric disturbances and their impact on the patient 

and the caregiver.　Included discussion on pathophysiological mechanisms of agitation and how best to screen and address these 

problems including differentiating from delirium.　Treating the illness dependent on the target symptoms.

ϥϯνϣϯηϛφʔ �ɹػ༺࡞ং͔Β͑ߟΔϨέϯϏͷྟচԠ༻
11月 21日（木）　12時 00分～12時 50分　（第 2会場　1F　多目的展示ϗール（B））

共࠵ : エーザイࣜג会社ʗバイオジェン・ジϟパンࣜג会社
座長 : 妎　　Җ（東京大学大学院医学系研究科神経病理学分野）ؠ
演者 : 小野ݡ二緥（金沢大学医薬保健研究域医学系脳神経内科学）

（概要）アルツハイマー病の病態においては，Aβがڽ集していく過程で多様な Aβ種が形成され，最ऴ的に脳アミロイド
として蓄積した老人斑に修性があるとされてきたが，近年，オリゴマーやプロトフィブリルのような早期・中間ڽ集体
の修性も重要視されている．このԾ説に基づいて，抗プロトフィブリル抗体であるレケンビが開発され，ࡢ年 12月に本
邦での使用がՄ能となった．本セミφーでは，レケンビの作用機ংから想定される実臨床での有効性について論じ，また，
臨床経験に基づくレケンビの適正使用と医療連携について考察する．

ϥϯνϣϯηϛφʔ �ɹೝྍ࣏ʹ͓͚Δํༀͷظͱల
11月 21日（木）　12時 00分～12時 50分　（第 3会場　1F　コンベンションϗール（A））

共࠵ : クラシエ薬ࣜג会社
座長 : （方薬理学講座学総合研究科ࣃ島大学大学院医ࣇࣛ）明　　ס

1.　認知症アパシー症状に対する人参絋ӫ侻のՄ能性
演者 : 田上　ਅ次（ 医療法人社団鈴会ຳ面神経サφトリウムʗ大ࡕ大学大学院医学系研究科）

2.　認知症治療における抑肝ࢄ加奸皮半ՆのࠜڌとՄ能性
演者 : ᚸ倐　紩墸（ 神倇川ࣃ科大学ࣃ学部臨床ઌ夒医学系認知症医科学分野認知症・高齢者

総合内科）

（概要）ࡢ年，アルツハイマー病疾患修飾薬治療がようやく始まり，対症療法からࠜ本治療・発症予防へとシフトして行
くことが期待される．しかし現況では認知症 BPSDへの対応が必要な状況が続いている．とりわけ不食やアパシーといっ
た陰性症状に有効な手立てが少ない．本セミφーではこれらに効果が期待できる方薬を介する．抑肝ࢄおよび抑肝
加奸皮半Նはࢄ evidenceの蓄積もあり，認知症性疾患にう BPSDの治療に広く用いられるようになった．治療のબ択
方製剤．といったॲ方動機もあるかに思われる「えず侳薬しておく安全そうだから取り」，ばしい一方تが広がりࢶ
の対象とすべき BPSDの内紵を整理し，認知症性疾患の治療ઓ絹について概説する．
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ϥϯνϣϯηϛφʔ �ɹ
11月 21日（木）　12時 00分～12時 50分　（第 4会場　1F　コンベンションϗール（B））

共࠵ : PDRフΝーマࣜג会社
後援 : 日本脳神経核医学研究会ʗ日本核医学会

座長 : 新Ҫ　佸明（头偍大学医学医療系臨床医学域精神医学）
1.　抗 Aβ薬時代の SPECT検査の有用性

演者 : 小綠　良墸（山形大学医学部精神医学講座）
2.　抗 Aβ薬の登場は何をもたらしたか ?

演者 : 田　　३（東京都健康長寿医療センター）ؠ

（概要）演者 1 : 抗 Aβ薬が登場し，認知症診療における核医学検査のオプションにアミロイド PETが加わったが，認知
症の鑑別診断において SPECT検査は，いまだ重要なオプションである．本講演では，抗 Aβ薬時代における SPECT検
査の役割について，脳血流 SPECTを中心に症例を佞示しながら議論したい．演者 2 : 抗 Aβ薬によるアルツハイマー病
の治療がՄ能となって 1年程が経過した．この新しい治療方法についてはその意義についての新しい理解，また導入に
至るまでの新しい診療形態の整備が必要となった．本講演では抗 Aβ薬療法の現在地とক来展望を考えていきたい．

ϥϯνϣϯηϛφʔ �ɹߦಈɾ৺ཧঢ়ͷൃݱϦεΫݮΛॏͨ͠ࢹแׅతྍ࣏
11月 21日（木）　12時 00分～12時 50分　（第 5会場　3F　中会議ࣨ（A・B））

共࠵ : 会社ࣜג和ڵ
座長 : 和田　健二（川࡚医科大学認知症学）
演者 : ᏐҪ　紤光（高知大学医学部神経精神科学講座）

（概要）行動・心理症状は，認知症の人の生活の質を低下させ，家族介護者の負担を増加させる臨床上重要な症状である．
行動・心理症状に対する治療においては，まず認知症の原因疾患の診断を早期に適切に行うことが重要である．そして
診断時から家族に対する心理教ҭや生活支援を開始して，行動・心理症状の発現リスクを低ݮさせることが重要である．
本セミφーでは，原因疾患別の行動・心理症状の治療法，対応法を解説するとともに，最近զ々が行ってきた活動や研
究の結果についても介したいと考えている．

ϥϯνϣϯηϛφʔ �ɹϑϨΠϧͳೝऀྸߴʹର͢Δྍ࣏ํͷՄੑ
11月 21日（木）　12時 00分～12時 50分　（第 6会場　4F　プレゼンテーションルーム）

共࠵ : 会社ツムラࣜג
座長 : ക֞　行（名古大学大学院医学系研究科地域在宅医療学・老年科学）
演者 : ਫ上　勝義（头偍大学人間総合科学学術院）

（概要）フレイルは加齢にう様々な機能変化や生理的な予備能力の低下によって健康障害をটきやすい状態とされるが，
認知症の進行とともにフレイルの出現率も高まることが報ࠂされている．高齢者全般に抗精神病薬，抗うつ薬，ベンκ
ジアゼϐン系ਭ薬などは，「高齢者の安全な薬物療法ガイドライン」（日本老年医学会）では，「とくに৻重に侳与すべ
き薬物」に挙げられているが，フレイルのみられる認知症高齢者ではとくに薬物有害事象に奃意が必要である．そこで
安全性に慮した代壐治療薬として方薬のՄ能性を検討したい．本セミφーでは，抑肝ࢄ，抑肝ࢄ加奸皮半Ն，人参
絋ӫ侻をはじめ，フレイルな認知症高齢者の精神・行動症状に対する効果が報ࠂされている方薬について介する．
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ϥϯνϣϯηϛφʔ �ɹ�ϨέϯϏΛ༩͢ΔҙٛͱɽೝҩྍͷԿ͕มΘͬͯԿ͕มΘΒͳ͍ͷ͔ 
11月 22日（金）　12時 00分～12時 50分　（第 1会場　1F　多目的展示ϗール（A））

共࠵ : エーザイࣜג会社ʗバイオジェン・ジϟパンࣜג会社
座長 : ळ山　治彦（ԣ市立脳卒中・神経奻センター臨床研究部）
演者 : 田　　३（東京都健康長寿医療センター）ؠ

（概要）早期アルツハイマー病に適応を有するレケンビが，2023年 9月わが国においても承認され，12月の発売以降，
臨床での使用が広まっている．レケンビはアルツハイマー病の原因物質であるアミロイド β（Aβ）に対する抗体薬であり，
早期アルツハイマー病の病態進行抑制が期待される．一方で，レケンビによる治療の意義に関しては個々の症例の状況と，
臨床評価の解ऍも含めて検討していく必要がある．本セミφーにおいては，レケンビの臨床データから期待される治療
意義について解説するとともに，レケンビの登場によって生じる認知症医療の変化と，変わらないポリシーの重要さに
ついて演者の考えを介する．

ϥϯνϣϯηϛφʔ �ɹೝ#14%ͷཧղͱରԠ
11月 22日（金）　12時 00分～12時 50分　（第 2会場　1F　多目的展示ϗール（B））

共࠵ : 大塚製薬ࣜג会社　メディカル・アフェアーζ部
座長 :  妎　　Җ（ 東京大学大学院医学系研究科神経病理学分野ʗؠ

国立研究開発法人国立精神・神経医療研究センター神経研究所 ）
演者 : 中墴　　紣（国立大学法人߳川大学医学部精神神経医学）

（概要）BPSDは認知機能低下を基盤に，身体的，環境的，心理的な要因の影響を受けて出現する．認知機能障害は神経
細胞のݮ少と共に進行する一方，BPSDは症状の背景要因を見極め，適切なケアの実ફにより改ળすることがՄ能である．
適切な対応として，ᶃ早期診断とその後の本人主体の医療・介護等を通じて行動・心理症状を予防する，ᶄ行動・心理
症状が見られた場合にも的確なアセスメントを行ったうえで，適切な対応法について検討する，ᶅ薬物の対応が必要な
場合には高齢者の特性を考慮する必要がある．そこで本セミφーでは，BPSDの評価と対応法について概説する．

ϥϯνϣϯηϛφʔ �ɹ߅ "β߅ମΛ༻͍ͨΞϧπϋΠϚʔපྍʹ͓͚ΔόΠΦϚʔΧʔͷબ
11月 22日（金）　12時 00分～12時 50分　（第 3会場　1F　コンベンションϗール（A））

共࠵ : 士レビオࣜג会社
座長 : 三墴　　ሡ（慶應義塾大学予防医療センター）
演者 : Ҫ原　綐子（東京都健康長寿医療センター脳神経内科）

（概要）抗 Aβ抗体であるレカネマブが 2023年 12月より実臨床で使用できるようになり，2剤目となるドφネマブの承
認も見ࠐまれる．抗 Aβ抗体の適応評価のためには，アミロイド β蓄積の有ແを示すバイオマーカー検査が必ਢである．
診療において，アミロイド PETと脳ӷバイオマーカーをどのようにબ択するのが良いか，また脳ӷバイオマー
カーの実施・解ऍにおける奃意点について解説する．ক来実用化されるであろう血ӷバイオマーカーへの期待について
も৮れたい．
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ϥϯνϣϯηϛφʔ ��ɹऀྸߴෆͷഎܠҼࢠΛඥղ͘ʙೝͷҠߦΛݟਾ͑ͨྍ࣏ઓུʙ
11月 22日（金）　12時 00分～12時 50分　（第 4会場　1F　コンベンションϗール（B））

共࠵ : 第一三共ࣜג会社
座長 : 小原　知值（भ大学病院精神科神経科）
演者 : 小綠　奲人（医療法人ބ山あずま通りクリニック）

（概要）　近年の急墦な高齢化にい，認知症をはじめとした高齢者のうつや不に対する適切な対応が期待されている．
不については，うつ病や認知症患者に高率に合併しやすく，高齢者の認知機能や身体機能に影響の少ない薬剤બ択が
求められている．最近では，脳内グリアリンパ系のഁ夔やレムਭのメカニζムなど，ਭと関連した脳内病理を促進
させる因子に奃目が集まり，認知症予防のޱࢳになるՄ能性が示ࠦされている．認知症に限らず，高齢者の精神症状を
有する患者を適切に支援していく上では，専門職で構成された多職種チームの介入がܽかせない．今後は，チーム活動
の緳をӽえた，地域連携・医療連携の構築をより一推進していくべきである．

ϥϯνϣϯηϛφʔ ��ɹΞϛϩΠυ1&5Λ༻͍ͨΞϧπϋΠϚʔපͷྟচஅ
11月 22日（金）　12時 00分～12時 50分　（第 5会場　3F　中会議ࣨ（A・B））

共࠵ : 日本メジフィジックスࣜג会社
後援 : 日本脳神経核医学研究会ʗ日本核医学会

座長 : 小野ݡ二緥（金沢大学医薬保健研究域医学系脳神経内科学）
演者 : 澤本　৳ࠀ（ 京都大学大学院医学研究科人間健康科学系専߈近未来型人間健康科学 

紪合Ϣニット）

（概要）アルツハイマー病を؇ঃ進行性高次脳機能障害，脳形態画像での進行性脳萎縮などで診断した場合の感度は 71-

87%，特異度は 44-71%とされていた （Beach et al., J Neuropathol Exp Neurol 2012, Varma et al., JNNP 1999）．現在，アミ
ロイド β，リンࢎ化タウなどのバイオマーカーの臨床利用によって，臨床診断の精度は大きく向上している．しかし，陽
性・陰性の判断に難ौする例や，脳ӷと PETのアミロイド病理所見のဃ絲例など，新たな問題に臨床家は奲面して
いる．本セミφーでは，こうした臨床的問題について議論したい．

ϥϯνϣϯηϛφʔ ��ɹ
11月 22日（金）　12時 00分～12時 50分　（第 6会場　4F　プレゼンテーションルーム）

共࠵ : 南東北グループ
座長 : Ԭ墴　信行（東北医科薬科大学）

1.　アミロイドとタウ PETによるアルツハイマー病診断
演者 : 松田　博史（福島県立医科大学）

2.　VRゴーグルを用いた空間φビ機能の測定による prodromal ADの検出とレケンビ治療の実際
演者 : Ӌ生　य़（南東北グループ総合東京病院）

（概要）18F-NAV4694を用いたアミロイド PETは非特異的な集積が少なく，高いμイφミックレンジを示す．また，
18F-MK6240を用いたタウ PETは，アルツハイマー病での 3R/4Rタウに特異的な集積を示す．これらの PETに，MRI

を組み合わせる画像バイオマーカを使ったアルツハイマー病診断を説明する．VRゴーグルを用いてᄿ内野機能としての
空間φビ機能を؆ศに測定できる．本法が ADリスクの高いMCI患者を検出でき，さらに認知機能障害の進行予測に役
立つことを報ࠂする．現在，レケンビ治療が開始されてまもないが，その実際や今後の課題等について議論する．
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ϥϯνϣϯηϛφʔ ��ɹΞϛϩΠυؔ࿈ը૾ҟৗʢ"3*"ʣͱΞϛϩΠυ݂
11月 23日（侣）　12時 00分～12時 50分　（第 1会場　1F　多目的展示ϗール（A））

共࠵ : エーザイࣜג会社メディカル本部ʗバイオジェン・ジϟパンࣜג会社メディカル本部
座長 : 川勝　　忍（福島県立医科大学会津医療センター精神医学講座）
演者 : 新俙　ߊ大（三重大学大学院医学系研究科神経病態内科学）

（概要）　アルツハイマー病に対し抗 Aβ抗体療法が臨床現場に登場し，認知症診療に新たな展開を迎えている．アミロイ
ド関連画像異常（ARIA）は抗 Aβ抗体療法における重要な副作用であり，脳実質の血管性ුजや脳ߔへの血ਗ਼夗ന成分
の緞出により主にMRI FLAIR画像において高信߸病変を呈する ARIA-Eと，微小出血と脳表ϔモジデリン奴着により
T2*強調画像や SWIにより低信߸の病変を呈する ARIA-Hに分類される．ARIA-E，ARIA-Hの画像所見はそれͧれ脳ア
ミロイド血管症関連Ԍ症や脳アミロイド血管症にう出血性病変と共通性が報ࠂされており ARIA発症にはԌ症，補体
の関連や血管俐過性のဏ進などの機ংが挙げられる．脳アミロイド血管症の病態から ARIAについて検討したい．

ϥϯνϣϯηϛφʔ ��ɹೝͷ༧ɾૣظஅɾૣ͚ͨʹྍ࣏ظऔΓΈͱ՝
11月 23日（侣）　12時 00分～12時 50分　（第 2会場　1F　多目的展示ϗール（B））

共࠵ : 大塚製薬ࣜג会社　メディカル・アフェアーζ部
座長 : 三墴　　ሡ（慶應義塾大学予防医療センター）
演者 : 木墴　成ࢤ（大分大学医学部神経内科学講座）

（概要）զ々は，大分県ӓ٩市の認知症対策として医師会，介護，行政，大分大学医学部による多職種連携体制を構築し
て認知症のܒ発，予防，早期診断・早期治療をܧ続してきた．2015年からは，ウェアラブル生体センサを用いた生活習
慣における認知症リスク因子の発۷に向けた前向きコϗート研究を実施し，高齢者の認知症予防における運動，ਭ，
会話の重要性を明らかにした．また，医療機能の分化と連携により，かかりつけ医でのスクリーニングから専門医によ
る診断・治療まで切れ目のない医療佞ڙがՄ能となり，介護・ケアとڠ俖することで介護負担が高く，予後にも影響す
る Agitationなどの BPSDへの対応レベルも向上した．

ϥϯνϣϯηϛφʔ ��ɹເͨݟະདྷΛ͑ͯ � ೝྍͷͦͷઌੈ࣍
11月 23日（侣）　12時 00分～12時 50分　（第 3会場　1F　コンベンションϗール（A））

共࠵ : 日本イーライリリーࣜג会社　研究開発・メディカルアフェアーζ統括本部
座長 : 田　　३（東京都健康長寿医療センター）ؠ
演者 : 島田　　੪（ 新ׁ大学脳研究所統合脳機能研究センター臨床機能脳神経学分野ʗ 

量子科学ٕ術研究開発機構量子医科学研究所脳機能イメージング研究セ
ンター）

（概要）2023年，本邦で初めてとなる抗アミロイド β抗体薬が臨床実装された．バイオマーカーを駆使した臨床診断を
行い，脳病態へ奲介入する治療を行う─現在の認知症診療はまさに，զ々がこれまでເ見続けてきた「未来」そのも
のである．現在，本邦では二つ目となる抗アミロイド β抗体薬の保険収ࡌも見ࠐまれ，さらには臨床試験で有望な次世
代の抗アミロイド β抗体薬の開発も進行中である．2024年 6月にはアルツハイマー病の改佦診断基準が発表された．本
講演では，これまでの認知症診療と創薬過程ならびにそれを支えるバイオマーカーٕ術開発の歴史をৼり返りつつ，զ々
が目指すべき「（かつての）次世代認知症診療のそのઌ」について考察する．
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ϥϯνϣϯηϛφʔ ��ɹ.*#(Λ1ͨ͠༺׆SPESPNBM�%-# ͷૣظஅ
11月 23日（侣）　12時 00分～12時 50分　（第 4会場　1F　コンベンションϗール（B））

共࠵ : PDRフΝーマࣜג会社
座長 : 小野ݡ二緥（金沢大学医薬保健研究域医学系脳神経内科学）
演者 : 俊　߂थ（名古大学大学院医学系研究科精神医学）

（概要）アルツハイマー病（AD）に対する抗アミロイド療法の登場にい，脳病態を的確に偉Ѳした臨床診断が日常診
療で求められている．そのため，ADに次いでස度の高いレビー小体型認知症（DLB）の早期診断が重要となり，
Prodromal DLBの臨床診断基準が作成された．レムਭ行動障害や自律神経障害が DLB発症にしばしばઌ行し，診断バ
イオマーカーとして，心墙ަ感神経脱落を反өするMIBG心ےシンチグラフィーが明示されている．本講演では，DLB

の早期診断にあたり，前駆症状としてのレムਭ行動障害の病歴奤取とMIBG心ےシンチグラフィーの有効活用につい
て概説する．

ϥϯνϣϯηϛφʔ ��ɹೝ༧Λݟൃظૣͨ͠ࢦɾૣظհೖͱҬ࿈ܞ
11月 23日（侣）　12時 00分～12時 50分　（第 5会場　3F　中会議ࣨ（A・B））

共࠵ : 東和薬ࣜג会社
座長 : （大学医学部精神神経科学教ࣨـ近）本　　Ӵڮ
演者 : ᓎҪ　　（国立長寿医療研究センター）

（概要）認知症リスクとして高血ѹ，俅倧病などの生活習慣病，運動不墥，社会参画のݮ少など多様なة険因子が指佯さ
れている．認知症のリスク低ݮでは，複数の因子に同時に介入する多因子介入が主流になりつつある．FINGER研究の
成功を踏まえ，わが国でも軽度認知障害を対象に J-MINT研究が行われた．アドヒアランスの高い参加者では認知機能
の低下が明らかに抑制された．また，多因子介入により高いレスポンスが期待できる高齢者の特性も明らかになった．
今後，地域の介護予防やもの忘れ外来でも多因子介入が普及することが期待される．認知症発症前からのリスク低ݮを
行える地域連携についても議論したい．

ϥϯνϣϯηϛφʔ ��ɹೝҩྍʹ͓͚Δ৽͍͠ը૾ͷׂ
11月 23日（侣）　12時 00分～12時 50分　（第 6会場　4F　プレゼンテーションルーム）

共࠵ : 会社エムࣜג
座長 : 松田　博史（ 福島県立医科大学ʗ一般財団法人脳神経疾患研究所南東北創薬・ 

サイクロトロン研究センター）
1.　99m

Tc-ECD SPECT から Aβ PET+を予測する
演者 : 奟田　　綁（头偍大学ʗメモリークリニックお夹のਫ）

2.　脳ドックデータ大量解ੳから見える未病時の脳健康状態について
演者 : 　　　進（ジョンζϗプキンス大学放射線科ʗࣜג会社エム）

（概要）認知症医療における医療画像の役割について，新しいアプローチを介する．最初の演題では，アルツハイマー
病の疾患修飾薬には，高価な Aβ PETをもとに脳内アミロイド β奴着のূ明が必要となるが， Aβ PET+を予測する前段
階として 99m

Tc-ECD SPECTに奃目し，臨床データとの相関を解ੳした．2題目では，未病段階での脳の健康状態の推Ҡ
を大量の脳ドックデータから観察し，認知症前段階での脳の健康ѱ化の検出のՄ能性を試みた．これらの脳画像解ੳに
より，認知症前段階における介入や早期発見をより効果的に行うՄ能性について考察する．
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【Ϟʔχϯάηϛφʔ】
ϞʔχϯάηϛφʔɹͷΞϛϩΠυ βϓϥʔΫΛਆܦมੑɾ݂োํͷࢹ͔Β͑ߟΔ
11月 23日（侣）　8時 00分～8時 50分　（第 3会場　1F　コンベンションϗール（A））

共࠵ : 日本イーライリリーࣜג会社
座長 : 小野ݡ二緥（金沢大学医薬保健研究域医学系脳神経内科学）
演者 : 奌原　匡史（国立॥環ث病研究センター病院脳神経内科）

（概要）脳は߃常性維持のため，アミロイド βタンパク（Aβ）などの排泄経路として，血管周囲排泄経路（IPAD）やグ
リンパティック系排出路（グリアリンパ系）などを有している．IPADは，動຺ഥ動が駆動力となり，神経や血管の Aβ
などの老ഇ物の血管を介した排泄システムであり，血管の動຺ߗ化やアミロイドβプラークの奴着により病態はѱ化する．
グリアリンパ系排泄機能低下については，加齢や生活習慣病との関連も示ࠦされている．本セミφーでは，脳内に蓄積
するアミロイド βプラークについて，神経変性と血管障害方ならびにԌ症の視点から高血ѹ，生活習慣病さらには老
化を含めて考察し，そのマネジメントについてまとめる．

【Πϒχϯάηϛφʔ】
Πϒχϯάηϛφʔ �ɹҬͰ࣮ફ͢ΔϨέϯϏྍ࣏ � ܞհೖͱͦͷྍ࿈ظૣ
11月 21日（木）　17時 40分～18時 30分　（第 3会場　1F　コンベンションϗール（A））

共࠵ : エーザイࣜג会社ʗバイオジェン・ジϟパンࣜג会社
座長 : 粟田　主一（ 東京都健康長寿医療センター認知症未来社会創造センターʗ 

社会福祉法人浴風会認知症介護研究・研修東京センター）
演者 : 小原　知值（भ大学病院精神科神経科）

（概要）認知症の早期診断・早期介入の重要性はレケンビの登場を背景に近年，より一高まり，新たな診療連携体制構
築がۓ٤の課題となっている．本セミφーでは，MCI疑い患者の専門医療機関への早期受診をاਤしたかかりつけ医と
専門医療機関との連携について解説する．また今後は，専門医療機関での治療キϟパシティーが和することが想定され，
レケンビ初回侳与 6か月以降のフォローアップ施設との連携がより重要となる．本セミφーは新たな早期 AD治療に必
要な地域診療体制の構築について介するとともに本院でのレケンビの導入症例を例示し，実臨床でのレケンビ治療の
実際について講演する．

Πϒχϯάηϛφʔ �ɹ࣬ױम০ༀ࣌ͷೝஅɾྍ࣏ɾέΞ
11月 21日（木）　17時 40分～18時 30分　（第 4会場　1F　コンベンションϗール（B））

共࠵ : 会社島津製作所ࣜג
座長 : 島田　　੪（新ׁ大学脳研究所統合脳機能研究センター臨床機能脳神経学分野）
演者 : 武地　　一（俊田医科大学医学部認知症・高齢診療科）

（概要）2023年 12月，日本においてもアルツハイマー病に対する抗 Aβ抗体薬治療が開始となった．1999年のアルツハ
イマーワクチン治療のՄ能性の報2004，ࠂ年のアミロイド PETによる脳内アミロイド β奴着のՄ視化等の報ࠂを経て，
研究者やا業の長年の価力が積み重なった結果，アルツハイマー病のࠜ本原因への治療的介入が行われる時代となって
きた．しかし，ࠜ 本原因へのアプローチとなることで，診断と治療に際しては，アミロイド PET等によるバイオマーカー
を駆使し，背景病理のࠞ合や病的意義の少ないと予想される変化等も理解したうえでの対応が必要となる．また，抗 Aβ
抗体薬の対象にならなかった場合のケア的な対応も考えておくことが重要である．
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Πϒχϯάηϛφʔ �ɹϨέϯϏͷొΛͯܦɼஅࢧޙԉʹ͍ͭͯ͢ߟ࠶Δ
11月 22日（金）　17時 40分～18時 30分　（第 3会場　1F　コンベンションϗール（A））

共࠵ : エーザイࣜג会社ʗバイオジェン・ジϟパンࣜג会社
座長 : ൟ田　խ߂（ӫथ҇診療所ʗ東京慈ܙ会医科大学）
演者 : 木下　彩ӫ（京都大学大学院医学研究科人間健康科学系専߈在宅医療・認知症学分野）

（概要）従来の認知症診療では，生活指導や抗認知症薬のॲ方，介護保険制度の介などの医療を佞ڙしてきた．しかし
ながら，外来診療だけでは報佞ڙは不十分になりがちで，診断後に適切な支援が受けられるまでの期間は平ۉ 1年 5

か月にもなるという報ࠂがある．これを受け，本人と介護家族にタイムリーな心理的・社会的支援を佞ڙし，支援まで
の空ന期間を夑くすることが重要視されるようになってきた．さらに，抗 Aβ抗体薬の登場により，診断後支援の重要性
がさらに増している．本セミφーでは，診断後支援についての文献・実ફ報ࠂをもとにしながら，新しい時代の診断後
支援の在り方について検討する．

Πϒχϯάηϛφʔ �ɹྍʹ͓͚Δ4%.ͷॏཁੑ
11月 22日（金）　17時 40分～18時 30分　（第 4会場　1F　コンベンションϗール（B））

共࠵ : 日本イーライリリーࣜג会社
座長 : 川勝　　忍（福島県立医科大学会津医療センター精神医学講座）
演者 : Ҫ原　綐子（東京都健康長寿医療センター脳神経内科）

（概要）医療において患者の価値観を尊重する社会的要の高まりと，ࠜڌに基づく医療（EBM）の普及を背景に，シェ
アード・ディシジョンメイキング（SDM）が奃目されています．SDMは，医学的な報や最ળのエビデンスと，患者の
生活背景や価値観など，医療者と患者が，方の報を共有し，意思決定を共にするプロセスです．医薬や診断ٕ術
の進歩にい，遺伝子・病理診断検査や高ֹな治療අ，重俭な有害事象のリスクなどを背景にした治療બ択ࢶの説明と
同意が，SDMに基づいた診察プロセスが求められています．本セミφーを通じ，SDMの目標である「当事者の Benefit

や QOLを最大限にする」ために，日常診療の参考にしていただけましたら幸ਙです．


